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朝日新聞は、5 月 28 日朝刊地方欄（中部版）において、「EM が赤潮発生を誘発する恐れがある」とする四日

市大学・松永勝彦教授の見解を報じました。 

松永教授の見解は、生物的な考察や実地検証など一切行わず化学的な分析結果のみで判断しており、著しく公

平性に欠いた主張といえます。 

本件報道に対し、関係者の動揺を払拭すべく、科学的反証と EM 活動者への激励を込めて比嘉照夫教授からメ

ッセージをいただきましたので、次ページに紹介いたします。 
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<EM ダンゴや EMの河川や海の投入に対し現場を検証しない研究者達> 
 

名桜大学国際 EM技術研究所所長 比嘉照夫 

 

2011 年 5月 28 日 朝日新聞（中部版）に EM を用いた河川の浄化活動に研究者ら効果疑問視という見出しで EM

ダンゴに窒素とリンが多く含まれるため、赤潮の原因となるとコメントしています。（四日市大学 松永教授） 

EMダンゴは平成 12〜13年、有明海のノリの色落ち対策としての海の浄化に 100万個以上も投入されました。その

結果、海は浄化され、赤潮も減少し、ノリの色落ちも解消されただけでなく、激減していたアサリやタイラギなども復活

し、漁協も積極的に EMを活用するようになり、海の浄化の決定的な解決策として国内はもとより、海外でも広く応用さ

れています。 

 この 10年余、EM団子やEMを投入して川や海が汚れたとか、赤潮が発生したという事例は1件もなく、逆に赤潮の

発生は減少したという報告（長崎漁連や瀬戸内海等々）があり、今では赤潮対策に EMや EMダンゴが使用されてい

ます。 

 また、東京都の外濠も 50 万個余りの EMダンゴの投入で、例年発生していた大量のアオコや赤潮状の汚染は完全

に消失し、今では非常時の生活用水として活用できるレベルまで浄化されています。 

EM ダンゴに含まれるリンや窒素は EMの体内に取り込まれたもので、汚染物としての窒素やリンではありません。EM

が増殖しヘドロを発酵分解すると、その分解物は動植物プランクトンの餌になり、それが魚介類の餌となります。その

結果きれいで豊かな川や海に変身し、水中の窒素やリンも微生物や魚貝類に取り込まれ、豊かな生物資源を支える

大きな力になります。この物質循環が行われない場合は、リンや窒素は最悪な水質汚染源となります。 

 また、福島県では EMの BOD（生物的酸素要求度）を測り、その数値が排水基準より高濃度であるため、川を汚染

する物資と決めつけ、その投入にブレーキをかけています。単に BODが高いだけで、その活用を禁止するのは暴論

であり、洗剤や石けんの方がはるかにBODが高いことを忘れてはなりません。今やEMは、世界の水産養殖で最も多

く使われている微生物資材であり、開発から 30 余年、河川や湖沼や海を汚染したという苦情は１件もありません。 

 念のため、四日市大学と福島県に EMダンゴや EM１号液を投入した後の状況を検証したか否かの確認をしました

が、両者とも、現場を調べておらず、理論的に悪化すると主張するのみで、研究者としての公正を欠いています。この

件に関しまして、公開討論など、あらゆる反論に対応する用意のある事を申し添えます。 

EM活動に熱心に取り組んでいる皆様、このような無責任な机上の空論にまどわされることなく、過去の実績を踏ま

え、１個でも多く EMダンゴを、１cc でも多く EM活性液を川や海に投入しましょう。 
 

 
◇◇◇ご案内◇◇◇  

 

1.  エコ家事ライフの改訂版が出版されました。「放射線・耐震対策から毎日の家事ま

で！EM 重曹  酢エコ家事ライフ」、株式会社ユーイーピー著、主婦の友社発行、

1,200円、お求めは一般書店で。  

 

2.  来年度のTOTO水環境基金の募集が開始しました。地域の水と暮らしに関わる活動

に対し総額1000万円助成いただけます（助成件数 10件前後）。詳しくは TOTO株

式会社総務部総務第二グループ（電話 093-951-2224）まで。  

 

3.  宮城県七ヶ浜町で EMを用いた水稲の無農薬栽培と海苔養殖を営む星さん。この度の

震災で大変な被害に遭われたことは、Unet通信でもお伝えしました。事業再開に向

け被災地応援ファンドで資金を集めることになりました。興味のある方は、星のり

店のホームページ（ http ://www.hoshinor i . jp/ index.html）をご覧ください。なお、

星さんの海苔養殖は今年の冬から一部再開予定です。  

http://www.hoshinori.jp/index.html

